
○いつ開業されましたか。
　前院長とは県立広島病院勤務
時代の同僚だったこともあり、
2017年4月に継承しました。
今まで様々な医療形態で勤務し
てきて、最後の医師人生を考え
た時、とてもやりがいを感じて
いたのは診療所にいた時かなと
思い、継承を決意しました。
○力を入れている事などを
教えてください。

　総合診療が専門であり、あり
とあらゆる健康問題の相談に応
じるよう努力しています。また
これまで、地域包括ケアの旗振
り役として活動していたことも
あり、在宅医療の充実に貢献し
たいと考えていますが、1 人診
療ですので 24 時間 365 日とい
うことがいかに大変なことなの
か、実際に行ってみて感じてい
ます。地域単位でグループ診療
を整えていく必要があると感じ
ています。
○毎日の診察で大切にして
いる事は何ですか?

　患者さんの話をよく聞くこと
を心がけています。患者さんは
何をしたいと思っているのか、
病気についてどう考えているか、
医療者に何をしてほしいのか、
病気になってどう感じているの
か、生活にどんな影響があるの
かなど、医療者と考えが食い違っ

ていることが多々あります。しっ
かり話を聞くことで食い違いが
なくなり、患者さんの満足のい
く医療が提供できます。また難
しいことを話すだけでなく、患
者さんのやりたいことを支持し
ていくことが重要だと考えてい
ます。
○県病院はどんなところで
　すか。
　県病院での研修期間を経て、
以後広島県職員として県病院の
中での勤務と中山間地域医療に
従事してきました。県病院では
桑原先生をはじめ多くの先生に
お世話になり、自分の中では“心
の医局”と思っています。よく
存じ上げている先生も多く、イ
ザという時は県病院にお願いさ
せていただいています。

【取材後記】
先生の話し方がとても柔らかく
て、何でも相談できる雰囲気でし
た。また、とても広い処置室・理学
療法室があり、圧迫感なくリラック
スして処置などを受けられる素敵な
医院でした。




